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る
が
、
ど
の
よ
う
な
経
過
で
増

え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

答　

新
年
度
か
ら
利
用
希
望
者

が
増
え
る
と
の
こ
と
で
、
桃
山

学
園
に
相
談
し
、
検
討
し
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
新
た
に
学

童
ク
ラ
ブ
で
使
用
す
る
教
室
、

ま
た
学
童
指
導
員
も
確
保
で
き

た
こ
と
に
よ
り
、
定
員
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一般
議案に　

　対
する

議 案 審 議
　令和元年第２回定例会は、６月11
日から20日までの会期で開催され、
多岐にわたり審議が行われました。
その中から、主な質疑を掲載します。

■
令
和
元
年
第
２
回
定
例
会

条
例
の
制
定
・
改
正

学
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

問　

桃
山
学
童
ク
ラ
ブ
の
定
員

が
80
人
か
ら
１
０
０
人
に
増
え

品
券
は
、
２
万
５
０
０
０
円
分

の
も
の
が
２
万
円
で
購
入
で
き

る
よ
う
だ
が
、
市
に
ど
れ
く
ら

い
の
効
果
を
も
た
ら
す
の
か
。

ま
た
、
購
入
者
は
ど
の
程
度
見

込
ん
で
い
る
の
か
。

答　

対
象
者
は
、
非
課
税
世
帯

８
３
３
０
人
、
対
象
児
童
世
帯

６
７
０
人
で
約
９
０
０
０
人
と

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
人
に
つ
き
最
大
２
万
５
０

０
０
円
分
の
商
品
券
を
２
万
円

で
購
入
で
き
、
５
０
０
０
円
が

プ
レ
ミ
ア
ム
分
と
な
り
、
約
４

５
０
０
万
円
の
経
済
効
果
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
事
業
の
経
費
は

１
９
０
０
万
９
０
０
０
円
で
、

主
に
申
請
受
付
等
臨
時
職
員
の

人
件
費
、
商
品
券
の
発
行
・
引

換
、
取
扱
店
の
募
集
、
商
品
券

の
作
成
等
の
業
務
委
託
料
と
な

り
ま
す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

問　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
は
昨
年
度
と
同
様
に
補
正
予

算
を
組
ん
で
い
る
が
、
今
年
度

の
申
し
込
み
状
況
を
伺
う
。

答　

５
月
末
時
点
で
29
件
の
申

請
が
あ
り
、
当
初
予
算
額
の
８

割
超
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

度
は
44
件
の
実
績
と
な
っ
て
お

り
、現
在
も
申
し
込
み
に
は
至
っ

て
は
い
ま
せ
ん
が
、
問
い
合
わ

せ
等
も
多
数
あ
り
ま
す
の
で
、

予
算
額
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

雨
引
の
里
と
彫
刻
展
補
助
金

問　

市
が
補
助
金
を
増
額
す
る

こ
と
に
な
っ
た
経
過
を
伺
う
。

答　

こ
の
彫
刻
展
は
毎
回
、
日

本
芸
術
文
化
振
興
会
の
補
助
金
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工
事
請
負
契
約

真
壁
小
解
体
工
事
追
加
議

案
６
月
議
会
で
否
決

　
６
月
議
会
（
14
日
）
で
追
加

提
案
さ
れ
た
真
壁
小
解
体
工
事

議
案（
１
７
９
２
万
円
追
加
）は
、

「
事
前
の
説
明
が
な
か
っ
た
」
と

し
て
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に

付
託
す
る
動
議
が
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
会
期
を
20
日
ま

で
延
長
し
、
17
、
18
の
両
日
、
同

委
員
会
で
審
議
を
し
ま
し
た
。
20

日
の
本
会
議
で
、
次
の
よ
う
な
委

員
長
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
真
壁
小
学
校
校
舎
解
体
工
事

の
変
更
契
約
締
結
に
関
し
、
当
初

契
約
額
１
億
６
８
８
０
万
４
０
０

０
円
に
つ
い
て
、
追
加
の
工
事
に

伴
い
１
７
９
２
万
8
０
０
０
円
を

増
額
（
変
更
契
約
額
１
億
８
６
７

３
万
２
０
０
０
円
）す
る
も
の
で
、

主
な
も
の
は
体
育
館
南
側
の
舗

装
工
事
、
校
庭
北
側
の
砂
防
フ
ェ

ン
ス
設
置
。
校
庭
内
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
配
管
の
撤
去
工
事
、
取
り
壊

し
た
校
舎
の
一
部
に
使
用
さ
れ
て

い
た
ア
ス
ベ
ス
ト
部
材
の
処
理
な

ど
で
す
。
当
委
員
会
で
は
、
変
更

契
約
に
至
る
ま
で
の
経
緯
、
変
更

契
約
の
内
容
、
当
初
と
追
加
工
事

の
積
算
根
拠
と
図
面
な
ど
を
中

心
に
内
容
を
審
査・確
認
し
ま
し

た
。
追
加
工
事
の
必
要
性
は
理
解

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
委

員
会
を
は
じ
め
、
議
会
に
対
し

事
前
に
説
明
が
あ
っ
て
し
か
る
べ

き
も
の
と
考
え
、
全
く
説
明
の
な

か
っ
た
今
回
の
対
応
は
、
議
会
軽

視
と
も
言
え
る
対
応
で
あ
り
ま

す
。文
教
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、

全
会
一
致
で
否
決
と
決
定
し
ま
し

た
。

　
こ
の
報
告
は
、
全
会
一
致
で
了

承
し
、
追
加
議
案
は
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

真
壁
小
解
体
工
事
再
提
出

「
追
加
議
案
」

■
令
和
元
年
第
１
回
臨
時
議
会

２
４
８
万
円
減
で
可
決

　
7
月
5
日
の
第
１
回
臨
時
議

会
は
、
再
度
、
真
壁
小
校
舎
解

体
工
事
の
契
約
変
更
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
前
回
の
契
約
変
更

額
よ
り
２
４
８
万
４
０
０
０
円

減
額
し
た
１
億
８
４
２
４
万
８

０
０
０
円
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

雨引の里と彫刻

市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

問　

今
回
の
改
正
で
、
均
等
割

も
所
得
割
も
か
か
ら
な
い
非
課

税
者
が
拡
大
さ
れ
、
未
婚
の
ひ

と
り
親
も
加
え
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
市
内
に
は
未
婚
の
ひ
と

り
親
は
、
何
人
く
ら
い
い
る
と

推
定
し
て
い
る
の
か
。

答　

未
婚
の
ひ
と
り
親
と
は
、

か
ら
事
業
を
運
営
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
補
助
事
業
の
対
象

と
し
て
認
め
ら
れ
ず
、
運
営
団

体
か
ら
「
こ
の
ま
ま
で
は
事
業

の
一
部
に
不
足
が
生
じ
る
の
で

対
応
を
お
願
い
し
た
い
」
と
の

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
当
事
業

は
旧
大
和
村
を
会
場
と
し
て
十

数
回
実
施
し
て
お
り
、
地
域
に

対
し
て
も
そ
れ
な
り
に
貢
献
し

て
い
る
こ
と
を
勘
案
し
、
補
助

金
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
児
童
の
父
、
ま
た
は
母
の
う

ち
現
に
婚
姻
し
て
い
な
い
、
ま

た
は
配
偶
者
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
も
の
で
す
。
受
給
者
の

中
で
未
婚
の
ひ
と
り
親
は
、
令

和
元
年
５
月
末
で
24
人
で
す
。

桜
川
市
工
場
立
地
法
地
域

準
則
条
例

問　

具
体
的
に
ど
う
よ
う
な
条

例
な
の
か
伺
う
。

答　

こ
れ
ま
で
の
規
制
で
は
、

対
象
地
域
と
な
る
工
業
団
地
等

に
入
っ
て
い
る
企
業
が
緑
地
と

し
て
10
％
、
環
境
施
設
と
し
て

15
％
の
敷
地
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

５
％
ず
つ
緩
和
し
て
、
そ
の
敷

地
に
工
場
の
施
設
等
を
、
新
た

に
建
設
で
き
る
規
制
緩
和
と
な

る
条
例
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

問　

こ
の
事
業
を
実
施
す
る
た

め
に
ど
の
く
ら
い
の
経
費
が
か

か
る
の
か
。
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商


